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木小屋ぱなしと現代伝説

武田正

「口裂け女J r人面犬Jの出現以来、現代伝説論議がにぎやかになり、柳田のいう世間話、ブ、ルンヴァンの都

市伝説、さらに現代民話といった命名の問題から始まり、宮田登の「都市民俗論Jとのかかわりなど、かまびす

しい、新しい説話論によって、伝承昔話を研究の対象にしてきた研究者は、戸惑いを隠し切れないままに今日ま

で来てしまった感がある。伝承の昔話のモチーフなり、話形と、あえて言えば、何一つ重なるものがないように

見えるからである。大きな目で見れば、なるほど伝承の昔話にもしばしば(妖怪〉が登場する。 r口裂け女Jは

多分に「食わず女房j と、どこかで、つながるのではないかという推論も現われはしたが、素直に納得するには、

いささか距離がありすぎる嫌いがある。 I

そんな折に、大島広志さんから、伝承の昔話の語りの座と、現代伝説の語られる(あるいは話される場)の問

題として考えてみたらどうだろうという見解が出されて、気付いたことがあった。

伝承の昔話に「笑話j が登場したのは、関敬吾によれば、域下町が形成され、城下町に住む物が田舎人を笑う

ことで生れたものという。だとすれば、 「笑話Jはそれまで、の伝承の昔話になかったものであったろう。その伝

で、多分に江戸時代に入り、若者が集まって藁仕事などをやりながら語り合うととで登場することになるく木小

屋ばなし〉の中核ともなった、 「絞精者護j は鹿児島の(株儒・ 鎌田ぴっちょ〉から、北海道のニシン場で、活躍

した〈繁次郎〉などが語られるのは、その地域に限定されているという。筆者の近くにも〈佐兵)というトリッ

クスターが活躍しているが、その地域に限定して語られているもので、他地域へのひろがりはほとんど見られな

い。そう考えると、 年の土地の殺猪者語成立の当時としては、伝承の昔話にはまだ見ることのなかった話形だっ

たのであろう。

そこに生み出されたモチーフが、聞く者の耳にととろよく響いたこともあって、土地々々に広がりを見せ、や

がてその土地々々の逸話の主人公の話として、あるいは吉四六話となり、彦一話になったと見るととができるの

だろう。千葉県の一部に見られる〈重右衛門話〉成立の背景には、江戸幕府の保護による塩田経営、幕府の御猟

場でもあったことから、検見の役人が権力をふるったことに対する、土地の人々の不満、反援が、重右衛門とい

う人物を造形したという阿彦周宜の分析が見られる。同じような状況にあった地域に、 「絞猪者語j のモチーフ

が伝播したのも、故なしとしないのではないだろうか。ともかく、当時登場したこれらの話形・モチーフは、伝

承の昔話にはなかった新話形であり、新モチーフであったことは明らかで、あったろう。

現代伝説の「口裂け女J r人面犬Jにせよ、 「消えるヒッチハイカーJにせよ、伝承の昔話にない話形であり、

モチーフであるが、あえて言えば、乙のような形をとって、昔話の世界が豊かになって行くのであろう。ただ、

現代伝説が小中学校生の中で、のくはなし〉として収集され、若者、大人の社会ではどうなのかという資料収集が

待たれ、同時に現代における「伝承Jの篠件も、今後の課題なのではないかと私考する次第で、現代伝説がどう

伝承さ れ る か を、興味を持って見守りたいと考えている。(山形県)

-1-



第26回大会公開講演 (2002.6.1)

鈴木健之氏講演「運命曹をめぐってJ

竹内識晃

鈴木健之氏が書かれた論文に「関敬吾氏「運命諒j

補遺J (1982年)がある。とれは関敬吾の論文「運命

書ーその系統と分布-J 0982年)を受けて記された

ものであり、講演ではその後の研究成果を含め話が進

められた。氏は、運命語を主題から、予言型、三つの

質問の難題鯖型、三つの質問の求運の旅型の三つの型

に分け、ヨーロッパ、日本などの運命震の分布状況と、

運命諜の補足例を中国の話例を中心に紹介した。

氏は、運命請には仏典との関連が重要であるとし、

三世紀の呉、康{首会訳『六度集経』を挙げ、その巻第

五に、新生児遺棄、死の文使い、身代わりのモティー

フが現れ、捨て子を何度となく殺害しようとする話が

あること。さらに、五世紀頃の元親、慧覚等訳『賢愚

因縁経(賢愚経).!l巻十ーの檀嵐轄品に、三つの質問

のモティーフが現れていることを確認した。

まとめとして、氏は、運命露に現れる捨て子という

モティーフは、英雄伝説にも現れるモティーフであり、

その共通性から英雄伝説との類縁関係を指摘された。

運命の申し子は、何回も死にかけては生き、象徴的な

死と再生を繰り返す。との点も英雄が死にかけること

によって強くなっていくことと対応している。また、

英雄伝説での英雄の旅は、冥界巡りなど死へ向かう旅

であり、運命語の求運の旅型などは、やはり旅と結び

ついている。ただ、英雄伝説には、三つの質問、死の

文使いのモティーフがなく、これらは後世になって発

達したものと推定した。氏は、英雄伝説などをもとに

昔話化したものが運命請ではないかと結論づけた。

最後に、氏は、運命語の重要な登場人物として、鍛

冶屋、炭焼き、産婆の存在が大きいとした。特に、運

命の女神の素性との関連から、産婆は子どもを取り上

げるだけでなく、その子どもの将来を予言するような

性格を持っていたのではないかという説を示された。

運命語の話例のさらなる補充と、今後の比較研究に

期待したい。 ( 千 葉 県 )
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第26回 日本口承文襲撃会大会

公開講演 (2002.06. ~1)報告

荒川理恵

第26回大会(会場校;東京学芸大学)公開講演は、

「口承文芸の比較研究jというテーマで、鈴木健之氏・

伊藤清司氏の各氏により行なわれ、伊藤氏は「植物と

しての伝説Jと題しての講演であった。

固有の土地や人物に纏わる性質上、一所に根を張る

植物に警えられる伝説であるが、伝説も国際移動する

ととは認められていた。本講演で伊藤氏は、植物学の

テクニカルタームである「帰化植物Jf守来種/外来種j

といった概念を一つの視点とし、海外からの民間説話

の受容と伝播の問題を読み解いてゆこうという試みを

示された。演題には、氏ならではのゆィットが込めら

れている。

「大工と鬼六Jr味噌買橋j は、 20世紀初頭西欧文献

から移入した言わば近来の外来種である民話だが、も

っと古い時代に、東アジア、特に中国大陸・朝鮮半島

から伝播したと思われる民間説話が多数ある。その中

で本講演では、『継子の井戸掘りJf椀貸淵j を異体例と

して取り上げ、検討された。

前者は、亮舜禅譲伝説のー働であり、『孟子Jr史記』

『列女伝』等の舶載書によって、平安初期には流布し

ていたことが、知られている。しかし、現在採録され

ている50例ほどの、継子の名前の異同・変化の分布、

地名起源説話化(=伝説化)等を見るとき、日本での

説話の受容時期・経路・経緯に関する仮説をたてるこ

とも期待できるであろうと述べられた。

後者は、柳田の f隠れ里j 以降、水神信仰に由来す

る伝説として論じられることしばしばであった。しか

し伊藤氏は、中国民間故事との構成要素・モチーフの

比較、江戸期諸藩での中国近世地方誌の流通実態など

を通じて、この説話は在来種ではなく帰化植物の様に

定着したものであることを明らかにされた。同時に、

本来柳田の作業仮説であった「椀貸しj という名称が

一種定説化して扱われたことが、研究の偏向の原因で

はないかとの指摘がなされ、考えさせられた。

(東京都)



〈報告〉研究発表会・第1会場

井伊美紀子

第1会場では、次の4つの研究発表が行われた。

まず、高塚明恵氏は「負の慣行習俗をめぐる語りj

と題して、新湯県東蒲原郡の fカイゴロシj という習

俗を取り上げ、それが現在、人々の問でどのように意

識され、話されているのかを示した。賃金の要らない

従願な働き手であるカイゴロシは、周囲からは富の象

徴として認識されており、このような眼差しが福子伝

承などの語りへと昇華されていく可能性を指摘した。

次に、達志保氏は I熊野氏波田須の徐福伝説に見る

伝承主体の多重性Jの中で、この地域には現在、大き

な影響力を持つ郷土史家が存在しておらず、そのため、

伝説の管理者である住民、そして、その周縁に位置す

る学校や企業、マスコミ、研究者までもが、新たな伝

承主体としての役割を担っていることを明らかにした。

そして、その多様性が伝承の意義や内容さえも変化さ

せていく実態を、パソコンを使ってリアルに報告した。

続いて、伊藤龍平氏は「昔話「幽霊の歌j にみる伝

承の変容j で、この昔話と同趣向の話を近世期の随筆

類の中に見出し、当時、この話形が世間話として広く

流布していたことを証明した。また、近世から近代に

かけて、この話の中核である歌が、連歌、俳諮、雑俳、

そして俳句へという形式上の転換を迎えたととで、話

者の意識や話の内容も変化していったことを指摘した。

最後に、多比羅拓氏は「口承文芸の電子テキスト化

についてー『遠野物語』を事例としてーJの中で、東

京学芸大学大学院により電子テキスト化された F遠野

物語』を通じて、従来の話形や要素とは異なる言語表

現レベルでの分析の可能性を述べ、今後、口承文芸研

究が、いかにとれらに対応し、活用していくべきかと

いう問題を提示した。

今回の研究発表では、様々なテーマが取り上げられ、

今まであまり顧みられてこなかった着眼点も多く見受

けられた。フロアとの質疑応答も活発に行われ、興味

深 い発表で、あった。(千葉県)
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第26会大会報告

研究発表第2会場

間宮史子

第2会場では、次の4つの研究発表がお乙なわれた。

久保華誉「グリム・落語・昔話一死神と寿命の蝋燭j、

藤井麻湖「ジャンガル英雄叙事詩についてー中国にお

ける研究動向を視野に入れてj 、出水慈子『ジェリと

フネ(西アフリカ・マンデ諸語圏)の伝承と職掌ー『

セグ叙事詩』と『グリオ起源藷j J、奥田統己「八重

九郎の英雄叙事詩ー音声記録からうかがえるものj で

ある(当日の発表願)0 

久保氏は、「死神jの話が、グリムから落語、落語か

ら昔話へ移行したという仮説にたっ下、その日本での

受容過程で「死神の仕返しJが定着せずに「寿命の蝋

燭」に焦点があてられたことを示した。

藤井氏は、中国新彊ウイグル自治区に伝承される I

新彊ジャンガルJのうち、勇者同士が対戦する章に着

目し、その戦闘を従来の様に防戦的か好戦的かという

視点でみるよりむしろ、ジャンガル陣営内部の勇者間

の関係でみるべきではないかと指摘した。

出水氏の発表は、マンデ諸語圏のグリオ(特殊職能

民)で、非イスラム系のジェリとイスラム系のフネ、

両者の伝承を扱ったもの。『セグ叙事詩』の挿話 fバカ

リジャンj と「グリオ起源語j を比較分析し、両グリ

オの差異と類縁、伝承と職掌の関係を考察した。

奥田氏は、アイヌ口承文芸の語り手八重九郎が記録

に残した英雄叙事詩について、ジャニル分類と語りの

形式、自叙者と登場人物、場面設定の基礎的な特徴を

分析し、さらに録音資料に基づくアイヌ口承文芸研究

の問題点を提起した。

実は当日、緊急の事情により、発表の顕序が急拠変

更された。司会が開始前にその旨アナウンスしたが、

その場に不在で事情を知らない発表者がおり、結果、

その部分の発表開始が遅れ、質疑応答の時間がほとん

どないという残念なことになった。急な変更が生じる

可能性があるので、やはり発表者は必ず、当日開始前

に司会に自分の発表時刻を確認したい、と思った次第

である。(神奈川県)



2002年度第26回大会シンポジウム報告・感想

口承文芸の調査・記録・保存・活用

菱川晶子

本シンポジウムは、変貌期にある口承文芸の実態を

「調査・記録・保存・活用j の4点から再確認したも

のである。研究の基本に立ち返ると同時に、今後の口

承文芸の在り方を展望し新たな研究の方向性を示すた

めにこのテーマが設定された。

はじめに司会の花部英雄氏が、上記の本シンポジウ

ムの主旨と目的を説明した。

昔話研究の立場からは武田正氏が、①昔話研究、②

昔話の範囲、③研究の問題点、④山形県南陽市 f夕鶴

の里Jで、の事例と問題点、⑤昔話の保存・活用等につ

いて報告した。特にこれまで、記録されてとなかった昔

話における開き手と語り手の関係の重要性、また語り

の場での人々の表情を伝えるにはDVDの利用が有効

であると指摘した。

現代伝説研究の立場からは渡辺節子氏が、 1985年に

発足した現代伝説研究会の活動を例に「調査・記録J

について報告した。言葉での聞き取りの限界から調査

対象を雑誌やインターネット等あらゆる媒体に拡げて

いる取り組みが具体的に示された。

アイヌ研究からは中川裕氏が、 『活用j の観点で(

財)アイヌ文化振興・研究推進機構主催のアイヌ語弁

論大会の実際を紹介した。アイヌ語の話者は消滅の危

機にあり、優れた指導者も限られているととから参加

者は録音資料を暗唱する形で大会に臨む傾向にあり、

その際神謡等の伝承文学の活用が多くみられるとのと

とだった。アイヌ語学習者が利用できる口承文芸の資

料の公開が求められている現状が明らかになった。

中国研究の立場からは岡部隆志氏が、東北芸術工科

大学の学生製作の映画と中国少数民族歌垣の記録ビデ

オの2事例を紹介した。共にビデオカメラを用いた映

像資料であり、これまでの聞き書きによる資料に比べ

て①映像の持つ迫力と情報量の多さ、②可能な時間の

経過の記録、③利用者に委ねられた活用方法、④デジ

タル化がもたらす保存・公開の機会の拡大化といった

ビデオ資料の4つの特徴について言及した。このよう

な資料の登場によって I第一次資料の自立jが可能に

なる一方で、これまで確立されていた研究者の価値の
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低下を招く事態も懸念された。

その後会場では、遠藤庄治氏から、国際的な比較研

究上、人類の共有財産としての意識と調査・記録の方

法が求められる等の意見が出された。また奥田統己氏

が、記録される資料には話者の人権に抵触するものも

あり、研究者がそれを見極めていかなければいけない

という記録技術の進歩・拡大によって生じる問題点を

提起した。これに対して、研究者の良心と責任により

常識的な判断が求められるとの岡部氏の発言や、資料

は人類の共有財産でありながらも話者の遺族のプライ

パシーの問題があり、資料の公開の是非については考

える必要があるとの中川氏の意見もあった。酒井正子

氏は、映像資料には肖像権の問題もあるので人権侵害

にならないよう配慮が必要だと述べた。

口承文芸研究の在り方については、前日回の大会シ

ンポジウムを始めとれまでも議論される機会が持たれ

てきた。今回もシンポジウムの参加者は総勢100人にの

ぼり、その関心度の高さが窺えた。一つ気になったの

は、設定されたテーマは「研究者j の立場からみた「

調査・記録・保存・活用Jではないのかというととで

ある。殊に「活用Jについては陵昧になっており、そ

の点を厳密にしていれば一般での資料の活用について

は次段階での話題となり、論議がさらに深まったので

はないかと少し残念に思われる。

技術の発達に伴い調査や記録方法が便利になる一方

で、これまで以上に話者の人権に対する配慮が求めら

れているように感じる。野村純一氏が閉会の辞で述べ

た「人聞が人間を相手にする学問Jの言葉通り、口承

文芸研究は相手の存在と協力があって初めて成り立つ

ということを改めて考えさせられたシンポジウムだっ

た 。(千葉県)



第26回大会シンポジウムに参加して

武士回忠

第26回日本口承文芸学会のシンポジウム「口承文芸

の調査・記録・活用j はたいへん興味深いものであっ

た。特にVTRによる調査記録の保存とその活用につ

いて報告された岡部隆志氏の発言は、今後の口承文芸

記録の活用のあり方についてたいへん示唆に富むもの

で、あった。しかし、そこで考えさせられたことは、『口

承文芸における「資料j とは何か』という問題である。

VTRに記録されるものは資料そのものではない。な

ぜならVTRにはどうしても記録者の意思や視点が入

り込み、主観的なものになるからである。その意味で

VTRによる記録はあくまでも作品なのである。(だか

らといって決してVTRによる記録を否定しているわ

けではない。研究者による f論文j、博物館などにお

ける「展示j も同様の意味で作品である。)では、口

承文芸における資料とは何なのであろうか。我々は活

字になった口承文芸の採集記録を「資料j と呼ぶ。確

かに言葉として発せられたとおりのものを文字化した

ものには客観性があり、「資料』と呼べるものであろう。

しかし近年の研究で見られる「語りj の口調や問、あ

るいは f語りの場j というものまで研究対象として捉

えた場合、文字化された採集記録では役に立たない。

文字化された採集記録は語り手が発した言葉としての

「話の内容Jという限定された部分での資料なのであ

る。録音テープについても語り手の語った話の内容・

口調や聞を記録したものという意味では資料となりえ

るがJ語りの場j や語り手の表情を記録できるもので

はなくやはり限定的に使う意味で f資料j足りえるの

である。(録音テープはVTRと異なり、誰が採ろうが

機械を何処に置とうが同じ内容で記録されるため、限

定的ではあるが資料足りえる。)

口承文芸研究の研究対象が多様化している今、たい

へん初歩的な問題かもしれぬが、もう一度原点に立ち

戻り、口承文芸研究における「資料j とは何かを問い

直す必要があるのではないか。今回のシンポジウムに

参加し、強くそれを感じた。(東京都)
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シンポジウム 口承文芸の調査・記録・ 保存・活用

(感想) 記録の視点

岩倉 千春

ひとくちに口承文芸といっても状況はじつにさまざ

まだ。ジャンルも現場の状況も異なる中で研究にたず

さわるパネリストの報告には、それぞれの場の現在が

感じられた。

調査と記録という点では、映像による記録をめぐっ

て考えさせられることが多かった。より情報量の多い

記録を考えれば、録音よりも映像でと思う。映像なら

ば音声だけでなく、動作や表情も記録七きる。場をま

るごと記録できそうだ。祭りや行事などは、言葉で記

述するより映像での記録が有利だろう。だが、場をま

るごとといっても、やはり限定はある。どんな記録も、

調査者や記録者の関心のありかたによって、つまり何

らかの視点からまとめられているわけだが、何をどの

ように撮影するかという形で視点がはっきりしている

映像は、あらためてそのことを意識させてくれた。

会場で上映された映像では、カメラはその場にかか

わりあうことなく録画しているように見えた。記録す

るものの性質や状況にもよるのだろうが、記録者が聞

き手でもあるということが多い。聞き手によって語り

が変わったり、聞き手の関心があらたな話や場を見い

だす場合もある。場をまるごと記録するというのも、

そうした視点のひとつだろう。

少し前の調査のテープを開いていると、語り手の声

だけでなく、聞き手と語り手のやり取り、あいづちゃ

笑い声など、話以外の部分にもその場の雰囲気が感じ

らる。語りが、語り手と聞き手が出会う場に立ちあが

ることを思わされるのは、そんな部分だったりする。

文字化された資料には取りこまれるととが少なかった

そうした部分にも、記録としての意味があるだろう。

情報量だけが資料としての価値を決めるわけではない

が、音声や映像ならでは記録できるものもある。そう

いった記録が作成されるだけでなく、利用しやすいか

たちで公開され、文字化された資料とともに立体的に

活用できるようになればと思う。(東京都)



《各地からの報告》

青森県における口承文芸の動向

佐々木達司

津軽民俗懇話会は、本年3月に10周年をもって解散

した。本会会員である小池淳一・佐々木達司・坂本吉

加によって始められた、毎月第4土曜日夜、坂本宅で

研究発表や懇談をする、会則も会費も会長もない自由

な会で、あった。ときには、宮田登・重信幸彦・森山泰

太郎をゲストに迎えたりもしたが、小池の愛知県立大

学転出や青森県民俗の会発足もあって、継続が難しく

なってきていた。

青森県民俗の会は『青森県の民俗』第2号を6月に

発行した。I講特集」として、小池が fムラのかたちと

人のつながりと(講特集〉にあたってJ、久保孝夫が

「函館の講について(資料)Jを執筆しているほか、

佐々木が「樹木と俗信一青森県の事例から-Jを発表

している。

津軽民話の会は、小池が青森県史民俗部会長、久保

・花部英雄・佐々木(いずれも本会会員)が口承文芸

を担当しているため、年1回の研究例会、合同調査、

会誌発行もままならなくなってきた。

青森県史は現在、下北半島の謂査を続けており、近

く『下北北通りの民俗』が出る。口承文芸調査は時代

の変化とともに難しくなってきているが、なんとか県

内全域の調査を継続している。

県史調査に呼応して『会誌津軽の民話J13号を『下

北特集j として発行した。下北に関わる論考として、

「脇野沢村の義経伝説j花部英雄、「下北j半島の修験

をめぐる二、三の間宮J小池淳一、「南部・下北の『あ

る話.!IJ新田寿弘、「下北のまじない歌J佐々 木、 f下北

の語り手・岩清水リヨさんj 久保孝夫のほか、 f下北半

島の昔話Jがある。これは『日本昔話通観』青森篇の

下北調査記録で、通観にはほとんど梗概だけが掲載さ

れ、全文は単行本として企画されたが実現せず、 20年

ぶりに活字化されたものである。

なお、『会誌津軽の民話』第13号は残部があるので、

希望の会員には進呈する。干037-0006 五所川原市松

島町7-47佐々木達司へ。(文中、敬称略)

(青森県)
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《各地からの報告》

『みやぎ民話の学校』の歩み

小野和子

みやぎ民話の会は県内で民話採訪をつづけるグルー

プですが、語られる民話のおもしろさや、語り手の生

活の奥深さに触れるたびに、多くの方とこれを共有す

る時間を持てないものかと考えるようになりました。

そして、 1996年から隔年で「みやぎ民話の学校J (一

泊二日)を開いております。

毎回、親しい伝承の語り手十数名をお招きして「学

校Jの先生役を務めてもらいます。 i
第一回の学校では、語りを楽しむこと、そして、語

りの場の広がることを顕いとしました。第二回の主題

は、さらに一歩深めて f語りの中に何かを見つけてみ

ませんかjでした。そして、第三国は「暮らしの中に

生きる民話一山の語り・里の語り・浜の語り-Jがテ

ーマでした。新しい語り手が生まれ、語りの場が大き

く変化しつつある時、民話が暮らしの中で受け継がれ、

語られてきた、そのことの意味を再確認したいと思い

ました。

今夏、 8月4日、 5日に第四回の f学校Jを開催し

ます。今回の特徴は、開催地玉造郡鳴子町の全町民に

呼びかけ、学校の参加者と一緒に民話を聞いてもらう

場を設定したことです。鳴子の地に新しい語り継ぎの

種が芽生えていくことも顕いとするところです。また、

「語りの場j の再現に近づくことができればと考えて、

各部屋に、語り手お一人ずつ座っていただくことにし

ました。小人数で膝を付き合わせて語りを聴き、暮ら

しを語り、時には唄い、遊び、お互いに語り合う楽し

さを堪能する時間と空間を共に味わうことができれば

と思っています。そのために11の部屋を用意しました。

また、新しく語りたいという方、すでに語っている方

による意見交換など、これからの語りを考えるための

1部屋も設けてあります。(宮城県)



《各地からの報告》

越佐のムカシ語り

浜口一夫

寒い西風の強い目、樋口淳先生が東京からわざわざ

佐渡へ渡り、小生宅へ昔話CD化の打合せに見えられ

た。話が終り酒を飲み、民話の話に花が咲いた。帰り

の船の中で読まれたらと、 『佐渡艶笑語』を手渡した。

3月の中旬頃、野村純一先生から大作『柳田国男未

採択昔話緊稿』が送られてくる。膨大な労作なので、

カードにメモをとりながら読みはじめ、感想文を執筆。

大島広志氏が f民話と文学J会報に載せてくれるとい

う。越佐関係の資料に傾斜をかけて書く。

6月の上旬、郷土の碩学として、水沢謙一先生の連

載ものが新潟日報に載った。戦後いちはやく、昔話採

集ののろしを越後であげた人である。多くの昔話、童

唱などを集めた『富曽亀郷土誌』。地域における昔話

の特徴を把握しながら、古人の生活や考え方を探ろう

とした昔話集『ふるさとの夜語り』。個別研究の『越

後のシンデレラ』や『蝶になったたましい』。そのほ

か伝承者研究の『赤い聞耳ずきIu-下条登美一』など

多くの著書がある。

先生のお供をして、越後の山国松之山を採集して歩

いたことなどを思い出す。笹だんごを手みやげに持ち、

話者との軽妙なラポールづくり、話の誘導のたくまざ

るうまさなどを学びました。

2年ほど前の夏、佐渡・赤泊村で、全国民話サミッ

トがありました。中央から米屋陽一、常田富士男、野

村敬子、駒形鬼氏などが見えられ、私は病欠。佐渡か

らは児玉宗栄(r民話と文学j の会員)が出席され、

佐渡の民話運動のあらましを述べてくれました。

児玉氏は数年前、教職を退き、現在佐渡の民話運動

に精力的に活躍しております。その一端を参考までに

紹介しますと、被には20加余の民話関係の著作があり

ますが、彼はなんと云っても、民話は生の声で語り、

聞く語りの場が大切と考え、現在語り部の発見と育成

に力をいれ、 「佐渡を民話の島にJを夢に、情熱的な

活動を続けており ます。(新潟県)
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目立国会図書館国際子ども図書館全面開館記念展示

『不思議の国の仲間たち一昔話から物語へ-Jの紹介

小堀光夫

東京、上野の児童書専門の国立図書館、国際子ども

図書館において、平成14年5月5日から 9月14日まで、

全面開館記念展示「不思議の国の仲間たち一昔話から

物語へーj が開催されている。この展示会では、展示

室を「昔話の世界j と「物語の世界Jの二つの展示ス

ペースに分けて、それぞれ、昔話と児童文学に関する

書籍を中心とした展示を行っている。

「昔話の世界Jの展示では、展示期中が限定されて

いる江戸期の桃太郎の赤本コレクション、日本の明治

期の絵本(小本型と中本型)が展示されている。これ

らの絵本の挿絵には、隈取をした桃太郎など図像化さ

れた昔話の主人公の姿を見ることができて興味深い。

また、英訳された日本昔話のちりめん本の展示や、

グリムをはじめとした世界各地の昔話絵本も多数展示

されている。

「物語の世界j の展示では、松谷みよ子『龍の子太

郎』、佐藤さとる『だれも知らない小さな国』といった

日本の代表的童話作家の絵本や、アンデルセン『おや

ゆぴ姫』、ルイス・キャロル『ふしぎの国のアリス』、

ミヒャヱル・エンデ『はてしない物語』、トーベ・ヤン

ソン『ムーミン谷の蕃星』など日本でもお馴染みの絵

本が、不思議な国への扉、不思議な仲間、冒険といっ

た小テーマに沿って展示されている。

さらに展示室内に、特別コーナーが設けられ、 「鼠

の嫁入りj、 fプレーメンの音楽隊j、 f草創期の妖精

物語j に関する貴重本の展示スペースもある。

7月5日には、東京国立博物館平成館大講堂で、開

館記J念シンポジューム「昔話から物語へjが行われ、

昔話と児童文学、国際子ども図書館の課題について話

し合われた。

展示会の監修者、野村純一・園皐院大皐教授、神宮

輝夫・青山学院大名誉教授の展示解説、展示された書

籍の詳しい解題を収めた図録として『不思議の国の仲

間たち一昔話から物語へー』も出版された。(埼玉県)



事務局より
第 45回研究例会のご案内

日時:平成 15年 3月 15日 (土 14:00"'"'17:00

場所:園皐院大事院友会館地下 1階

シンポジウム

「身体としづ場所(トポス)一口承文芸研究の一視角-J

パネラ一 美 竣

斎藤英喜

高 木 史 人

野 村 典 彦

司会 兵藤裕己

*詳細は、 2月初旬にご案内を致します口

ー一"一一ーー----一同一"一-----一ー一-----+・一ーーーー

住所変更などがありましたら、事務局までご連絡をいただくようお願いいたします。

今年度は、理事改選があります。当年度までの会費納入が、選挙権・被選挙権の条件と

なりますので、学会費未納の方は、是非、納入いただきますようお願いいたします。

第 27回日本口承文萎皐舎大会を、 6月 7日(土)、 8日(日)の両日にわたって、

遠野市民センター・あえりあ遠野(岩手県遠野市)で開催いたします。研究発表の募集を

同封いたしましたD 多数のご出席をお待ちいたしております。

「伝えj 第 31号の発行・発送が大幅に遅れましたこと、深くお詫びいたします口

す日本口承文察学会への入会希望者は入会申込書をご請求下さい。

入会金 1000円、年会費 4000円です。 入会申込書の請求は下記の事務局まで。

干150-8440東京都渋谷区東4- 10 -28 

園皐院大学文学部伝承文学研究室(野村教授)内

日本口承文義学会事務局

※郵便以外での問い合わせば、事務局担当の磯沼重治まで。

Tel • Fax: 0 4 2 6 -3 7 -2 0 7 5 

E-mail: isonu.masumi@dream.com 

※送金先は、[郵便振替] 00180-4-44834 です。

The Society for Folk-Narrative Rescarch of Japan 

c/o Prof. J. Nonura， Kokugakuin University， 

4-10-28， Higashi Shibuya-ku， Tokyo，〒 150-8440，Japan 

口承文雲に関心のある方をひろくご紹介ください。
大「伝えj編集担当は、米屋陽一・大島建彦・白石昭臣・武田 正です

8 


	31号-1
	31号-2
	31号-3
	31号-4
	31号-5
	31号-6
	31号-7
	31号-8

